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企画セッション | 部会・連絡会セッション | リスク部会

自然災害のリスクに着目した原子力防災
学際的活動と人材育成
座長：丸山 結 (JAEA)
2021年3月19日(金) 13:00 〜 14:30  F会場 (Zoomルーム6)
 

 

パネルディスカッション
山口 彰1、山田 博幸2、蛯沢 勝三3、菅原 慎悦4 (1. 東大、2. 電中研、3. 東京都市大、4. 関西大)
原子力に関連する施設は自然災害発生において施設の健全性を維持する事が重要な目標であるとともに、災害発
生時に周辺地域と適切なコミュニケーションを維持することが重要である。本企画セッションでは、旧原研が開
発した「地震情報緊急伝達システム」、および、旧JNESが開発した「地震・津波に対する原子力防災システム
(TiPEEZ)」の概要と活用事例を講演する。その後、リスクコミュニケーションの専門家が現在の原子力防災シス
テムの検討に対する指摘を行う。さらに、自然災害リスクへの対応に着目した学際的活動、人材育成等に関する
課題と今後の検討方針についてパネルディスカッションにより議論を深める。


